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１．15年３月期の業績（平成14年４月１日～平成15年３月31日） 

 (１) 経営成績                 （百万円未満の端数は切捨てて表示しております） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 

15年３月期 6,307 
百万円 

(   2.1) 
％ 

598 
百万円 

(  60.6) 
％ 

379 
百万円 

(   130.7) 
％ 

14年３月期 6,178  (   6.0)  372  (  69.0)  164  (  499.7)  
 

 当 期 純 利 益 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
1株たり当期純利益 

株 主 資 本 
当期純利益率 

総 資 本 
経常利益率 

売 上 高 
経常利益率 

15年３月期 
百万円   ％ 

152   (  32.5) 
円  銭 

35  46 
円  銭 

－  － 
％ 

2.4 
％ 

2.6 
％ 

6.0 

14年３月期 115   ( － ) 26  76 －  － 1.9 1.1 2.7 
(注) ① 持分法投資損益    15年３月期      － 百万円 14年３月期      － 百万円 

② 期中平均株式数    15年３月期 4,303,500株 14年３月期 4,303,500株 
③ 会計処理の方法の変更  有 ・ 無 
④ 売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前期増減率 

 (２) 配当状況 
１株当たり年間配当金  

 中  間 期  末 

配当金総額 
（ 年 間 ） 

配 当 性 向 
株 主 資 本 
配 当 率 

 
15年３月期 

円  銭 
５  00 

円  銭 
０  00 

円  銭 
５  00 

百万円 
21 

％ 
14.1 

％ 
0.3 

14年３月期 ５  00 ０  00 ５  00 21 18.7 0.3 

  (３) 財政状態 

 総 資 産        株 主 資 本        株主資本比率        １株当たり株主資本 

15年３月期 14,488 
百万円 

6,339 
百万円 

43.8 
％ 

1,473 
円 

07 
銭 

14年３月期 14,570  6,229  42.8  1,447  65  
 （注）①期末発行済株式数 15年３月期 4,303,500株    14年３月期 4,303,500株 
    ②期末自己株式数  15年３月期   －   株    14年３月期   －   株 
  (４) キャッシュ・フローの状況 

 営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

15年３月期 1,110 百万円 △  1,051 百万円 △   289 百万円 1,294 百万円 

14年３月期 1,109  △    457  △   290  1,524  

２．16年３月期の業績予想（平成15年４月１日～平成16年３月31日） 
１株当たり年間配当金           

 売 上 高       経 常 利 益      当 期 純 利 益       
中   間 期    末       

中 間 期 
百万円 

3,200 
百万円 

10 
百万円 

△  30 
   円  銭 

０   00 
  円  銭 
－  － 

  円  銭 
－  － 

通 期 6,900 330 140 －  － ５   00 ５   00 

  (参考) １株当たり予想当期純利益（通期） 32円 53銭 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因 
に係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後、様々な要因によって
大きく異なる結果となる可能性がありますことをご承知おき願います。 




